
（1）　平成29年８月30日 第 54 号

茨城県商工会女性部連合会
水戸市桜川２丁目２番35号

電話（029）224-2635
FAX（029）226-0955
発行者　櫻  井  　　姚
女性部員数　3,484人

商工女性は今

（敬称略）

月　日 会　場 内　　　容

９／ 19
（火）

つくば市
「ホテル
グランド
東雲」

開　講　式

昼　　　食

「感動を創造する！おもてなし」
Office アイム代表　森川　あやこ

「可能性への挑戦」
元小結　舞の海　秀平

10 ／６
（金）

水戸市
「フェリ
ヴェール
サンシャイン」

「地方創生と地域経済」
　元鳥取県知事　片山　善博

がんばる県内事業者との座談会

11 ／６
（月）

つくば市
「ホテル
グランド
東雲」

「今の日本、どこで起きてもおかしくない震災に備えて」
元国土事務次官・元茨城県企画部長　

三井　康壽

「爆笑の人生アドバイス
～出会いをいつも大切にしたい～」

落語家　三遊亭　歌之介

修　了　式
※　日程・内容等については、変更となる場合もございますので、ご了承ください。

～
部
員
研
修
会
も
併
せ
て
開
催
～

　
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
（
櫻
井
姚
会

長
）
は
５
月
８
日
、

平
成
29
年
度
通
常
総

会
を
水
戸
市
で
開
催

し
、
事
業
計
画
・
収

支
予
算
案
な
ど
原
案

通
り
可
決
、
承
認
さ

れ
た
。

　
冒
頭
、
櫻
井
会
長

は
「
女
性
力
の
向
上

と
茨
城
県
の
魅
力
度

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
来
賓
と
し
て
、

橋
本
昌
・
県
知
事
、

美
玉
市
、つ
く
ば
市
、

坂
東
市
、
か
す
み
が

う
ら
市
、
大
子
町
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
の

６
女
性
部
が
表
彰
さ

れ
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た

部
員
研
修
会
で
は
、

評
論
家
・
拓
殖
大
学

国
際
学
部
教
授
の
呉

善
花
氏
が
、「
美
し

く
生
き
る
～
な
ぜ
、

世
界
の
人
々
は
日
本

の
心
に
ひ
か
れ
る
の

か
～
」を
テ
ー
マ
に
、

「
日
本
の
食
文
化
、

伝
統
な
ど
が
、
世
界

中
の
多
く
の
人
々
に

受
け
入
れ
ら
れ
、
愛

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
て
日
本
人
は

自
ら
を
誇
ろ
う
と
は

し
な
い
。『
日
本
の

心
』
に
は
、
こ
れ
見

よ
が
し
の
態
度
や
姿

勢
を
〝
恥
〟
と
す
る

謙
虚
な
心
が
け
が
働

い
て
い
る
か
ら
だ
。」

と
語
り
、
参
加
者

２
２
１
名
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
た
。

外
山
崇
行
・

県
連
会
長
が

そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
。
女

性
部
の
益
々

の
活
躍
に
期

待
と
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

ま
た
、
総
会

後
の
部
員
増

強
運
動
表
彰

式
で
は
、
小

県女性連総会

部
員
増
強
運
動
を
表
彰

あいさつに立つ櫻井会長

講演する呉
オ

善
ソ ン

花
フ ァ

 氏

部
員
増
強
運
動
表
彰

商
工
会
員
１
０
０
０
人
以
上
の
部

最
優
秀
賞

�

小
美
玉
市
商
工
会
女
性
部

�

つ
く
ば
市
商
工
会
女
性
部

�

坂
東
市
商
工
会
女
性
部

商
工
会
員
１
０
０
０
人
未
満
の
部

最
優
秀
賞

�

か
す
み
が
う
ら
市
商
工
会
女
性
部

優
秀
賞

�

大
子
町
商
工
会
女
性
部

�

つ
く
ば
み
ら
い
市
商
工
会
女
性
部

部員増強運動表彰者のみなさん

い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー
ス
カ
レ
ッ
ジ
２
０
１
７

今
回
も
多
彩
な
講
師
陣
を
揃
え
開
催
！

　
茨
城
県
商
工
会
女

性
部
連
合
会
（
櫻
井

姚
会
長
）
で
は
、
本

年
度
も
、
女
性
部
員

の
資
質
と
女
性
力
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、

「
い
ば
ら
き
レ
デ
ィ
ー

ス
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開

催
す
る
。

　
本
カ
レ
ッ
ジ
は
、

平
成
８
年
か
ら
実
施

し
た
「
平
成
お
ん
な

大
学
」
か
ら
「
三
燦

学
園
」
と
続
く
女
性

部
独
自
の
研
修
会
の

流
れ
を
汲
み
、
平
成

26
年
度
よ
り
開
催
し

て
お
り
、
本
年
で
４

年
目
と
な
る
。

　
今
回
は
、
第
１
講

で
「
経
営
取
引
」
の

実
務
か
ら
、
オ
フ
ィ
ス

ア
イ
ム
代
表
の
森
川

あ
や
こ
氏
に
よ
る
「
感

動
を
創
造
す
る
！
お

も
て
な
し
」
を
、
第

２
講
で
生
涯
学
習
の

観
点
か
ら
、
元
小
結

の
舞
の
海
秀
平
氏
に

よ
る
「
可
能
性
へ
の

挑
戦
」
を
講
義
す
る
。

　
ま
た
、第
３
講
で
は
、

政
治
・
経
済
研
修
と

し
て
、
元
鳥
取
県
知

事
の
片
山
善
博
氏
に

よ
る
「
地
方
創
生
と

地
域
経
済
」
を
、
第

５
講
で
は
、
危
機
管
理

面
か
ら
、
元
国
土
事

務
次
官
の
三
井
康
壽

氏
に
よ
る
「
今
の
日

本
、
ど
こ
で
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
震
災

に
備
え
て
」
と
題
す
る

講
義
を
開
催
す
る
。

　
さ
ら
に
、
事
業
主

の
本
音
が
聞
け
る
と

毎
回
好
評
を
得
て
い

る
「
県
内
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
事
業
者
」
の

講
義
は
、
笠
間
市
で

「
佐
白
山
の
と
う
ふ

屋
」
を
経
営
し
、
注

目
を
浴
び
て
い
る
河

原
井
信
之
氏
と
、
常

陸
太
田
市
で
ダ
ン
ス

教
室
な
ど
を
手
掛
け
、

各
地
の
イ
ベ
ン
ト
等

に
出
演
し
て
、
話
題

を
集
め
て
い
る
女
性

経
営
者
の
片
根
真
知

子
氏
を
招
き
、
櫻
井

会
長
と
の
座
談
会
を

実
施
す
る
。

　
そ
し
て
第
６
講
（
最

終
講
）
で
は
、
最
終

講
と
し
て
、
落
語
家

の
三
遊
亭
歌
之
介
氏

に
よ
る
「
爆
笑
の
人

生
ア
ド
バ
イ
ス
～
出

会
い
を
い
つ
も
大
切

に
し
た
い
～
」
の
講

義
を
予
定
し
て
い
る
。

　
期
日
は
開
講
式
と

１
日
目
が
９
月
19
日

（
火
）
２
日
目
が
10
月

６
日
（
金
）、
３
日
目

と
修
了
式
が
11
月
６

日
（
月
）
に
開
催
し
、

参
加
者
全
員
が
修
了

証
を
授
受
で
き
る
よ

う
学
習
す
る
。

　
な
お
、
開
催
場
所

と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
詳

細
は
左
記
の
と
お
り
。三遊亭　歌之介 氏三井　康壽 氏

片山　善博 氏

片根　真知子 氏河原井　信之 氏

舞の海　秀平 氏森川　あやこ 氏

　
お
も
て
な
し
交
流
事
業
と
は
、
そ
の
地
で
商
売

し
、
生
活
し
て
い
る
女
性
部
員
だ
か
ら
こ
そ
知
っ

て
い
る
地
域
の
隠
れ
た
魅
力
（
食
・
名
所
・
自
然
・

景
観
・
施
設
・
産
業
・
伝
統
・
文
化
な
ど
の
「
い

い
と
こ
」
や
「
い
い
も
の
」）
を
取
り
入
れ
た
「
お

も
て
な
し
プ
ラ
ン
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
広

く
情
報
発
信
し
、
そ
れ
を
見
た
全
国
の
商
工
会
女

性
部
が
そ
の
プ
ラ
ン
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
女
性

部
員
同
士
の
交
流
を
推
進
す
る
事
業
で
す
。

　
本
県
で
は
、
５
つ
の
プ
ラ
ン
が
採
択
さ
れ
、
全

女
性
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

1.

大
洗
で
は
海
の
幸
を
！
笠
間
で
は
山
の
散
策
を
！

2.

見
て
良
し
、食
べ
て
良
し
、遊
ん
で
良
し
、盛
り
だ
く
さ
ん
ツ
ア
ー
！

3.

自
然・科
学・歴
史
を
満
喫
す
る
よ
く
ば
り
ツ
ア
ー

4.

取
手・利
根・稲
敷
ひ
な
街
道

�5.

紅
茶
づ
く
り
体
験
と
将
門
史
跡
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

　
～
ロ
マ
ン
の
里
を
訪
ね
て
～

　
茨
城
県
に
は
、
ま
だ
ま
だ
「
い
い
と
こ
ろ
」「
お
い

し
い
も
の
」
な
ど
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
是
非
、
女

性
部
員
の
お
も
て
な
し
を
企
画
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

～
地
域
の
魅
力
“
い
い
と
こ
”“
い
い
も
の
”
発
信
！
～

商
工
会
女
性
部
お
も
て
な
し
交
流
事
業

おもてなし
交流事業
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茨
城
県
商
工
会
女

性
部
連
合
会
で
は
、

本
年
12
月
１
日
（
金
）

に
、
水
戸
市
の
茨
城

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
第
18
回

茨
城
レ
デ
ィ
ー
ス
い

き
い
き
物
産
展
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
当

日
は
午
前
10
時
～
午

後
６
時
ま
で
、
大

ホ
ー
ル
に
て
県
内
一

円
の
特
産
品
等
の
販

売
や
紹
介
等
の
物
産

展
を
実
施
し
、
女
性

部
活
動
に
つ
い
て
広

く
一
般
の
方
々
に
理

解
を
求
め
る
と
共
に

部
員
間
の
交
流
を
図

り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
開
催

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
演
歌
歌
手
の

前
川
清
＆
市
川
由
紀

乃
＆
大
江
裕
歌
謡

シ
ョ
ー
を
第
一
部
が

12
時
か
ら
、
第
二
部

が
16
時
か
ら
開
催
い

た
し
ま
す
。
さ
ら
に

歌
謡
シ
ョ
ー
の
後
に

は
、
物
産
展
で
出
品

中
の
商
品
が
当
た
る

大
抽
選
会
も
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
皆

様
の
奮
っ
て
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

第
18
回
茨
城
レ
デ
ィ
ー
ス
い
き
い
き
物
産
展
＆

前
川
清
＆
市
川
由
紀
乃
＆
大
江
裕
歌
謡
シ
ョ
ー
を
開
催

昨年度の物産展風景

前川清大江裕

市川由紀乃 本
県
か
ら
酒
井
さ
ん
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）
が
主
張
発
表
！

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女
性
部
交
流
研
修
会

　
本
年
７

月
４
日
（
火
）

か
ら
５
日

（
水
）
に
か

け

て
、

東

京
都
昭
島

市
「
フ
ォ
レ

ス
ト
・
イ
ン

昭
和
館
」
な

ど
を
会
場

に
、

女

性

部
員
約
１
，

２
０
０
名
の

参
加
の
下
、

関
東
ブ
ロ
ッ

ク
商
工
会

女
性
部
交

流
研
修
会

が
開
催
さ

れ
た
。
本
県

か
ら
は
２
２
３
名
が

参
加
し
た
。

　
１
日
目
は
、
東
京

都
の
催
し
事
な
ど
を

Ｐ
Ｒ
し
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ム
ー
ビ
ー
で
の

幕
開
け
と
と
も
に
開

会
式
が
行
わ
れ
、
藤

田
東
京
都
産
業
労
働

局
長
な
ど
の
来
賓
祝

辞
の
あ
と
、
１
都
10

県
の
女
性
部
代
表

11
名
が
主
張
発
表
を

行
っ
た
。

　
本
県
か
ら
は
茨
城

県
大
会
で
見
事
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
酒
井

純
子
さ
ん
（
つ
く
ば

み
ら
い
市
商
工
会
女

性
部
）
が
発
表
し
、

『
女
性
の
健
康
と
体

力
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』
と
題
し
て
、

女
性
部
の
こ
れ
ま
で

の
活
動
と
、「
女
性

部
活
動
に
参
加
し

て
」
に
つ
い
て
力
強

く
主
張
し
た
。
惜
し

く
も
最
優
秀
賞
は
逃

し
た
も
の
の
、
優
良

賞
を
受
賞
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
最
優
秀

賞
に
は
浅
沼
紀
子
さ

ん
（
千
葉
県
鴨
川
市

商
工
会
）、
優
秀
賞

に
功
刀
三
恵
子
さ
ん

（
山
梨
県
北
杜
市
商

工
会
）
が
そ
れ
ぞ
れ

受
賞
し
た
。

　
そ
の
後
株
式
会
社

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
笠

井
信
輔
氏
の
基
調
講

演
が
あ
り
、
表
彰
式

の
後
、
閉
会
し
た
。

　
２
日
目
は
現
地
視

察
研
修
で
国
営
昭
和

記
念
公
園
と
石
川
酒

造
や
田
村
酒
造
場
と

高
尾
山
コ
ー
ス
等
の
視

察
が
計
画
さ
れ
て
い

た
が
、
本
県
は
１
日
目

の
研
修
会
参
加
者
独

自
で
視
察
研
修
先
を

計
画
し
て
い
た
の
で
参

加
は
な
か
っ
た
。

　
次
年
度
は
神
奈
川

県
で
開
催
さ
れ
る
。

女性部員
研 修 会レディース

いきいき物産展

茨城県の熱の入った応援団

主張発表する酒井さん（つくばみらい市）

ニュースの裏側を講演する笠井信輔氏

熱心に受講する部員

講師の方々と櫻井会長

こ
の
度
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
け
た
嬉

し
さ
と
同
時
に
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
企
画
の

海
外
で
の
研
修
視
察
を
受
講
出
来
、
特
に

夫
婦
平
等
を
唱
え
乍
ら
、
企
業
を
成
功
さ

せ
た
知
恵
あ
る
女
性
（
ケ
ル
ニ
ン
青
木
康

子
氏
）
に
魅
了
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

�

常
陸
大
宮
市

　
石
井

　
政
子

創立
40周年
記念

茨城県
商工会女性部連合会
海外視察研修

今
回
の
研
修
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
身
近
に

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
日

本
人
の
方
が
活
躍
さ
れ
て
い
て
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
又
、
部
員
の
皆
様
と
交
流

が
で
き
た
事
も
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
参

加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

�

常
陸
太
田
市

　
西
野

　
眞
理
子

研
修
に
行
っ
て
、
ゴ
ミ
の
廃
棄
量
が
増
加

し
て
い
る
現
実
に
、
メ
イ
ド
を
料
理
教
室

に
通
わ
せ
て
美
味
し
い
日
本
料
理
を
食
べ

さ
せ
る
事
が
出
来
れ
ば
、
ゴ
ミ
が
減
る
。

こ
の
主
婦
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
企
業
を
起

こ
し
た
。
凄
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

常
陸
大
宮
市

　
海
老
根

　
静
子

30
年
掛
け
て
一
回
り
！

　
創
立
40
周
年
記
念
海
外
視
察
研
修
会
に
参

加
さ
れ
た
部
員
の
皆
様
は
大
変
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

　
本
事
業
は
昭
和
63
年
創
立
10
周
年
記
念
事

業
と
し
て
実
施
し
た
の
が
最
初
で
し
た
。
そ

の
時
の
視
察
先
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港
で
し

た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中

国
な
ど
、
５
年
ご
と
に
開
催
し
、
７
回
目
で
最

初
に
戻
っ
て
一
回
り
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
特
に
研
修
会
に
重
点
を
置
く
た
め
、

視
察
研
修
先
を
、
こ
こ
30
年
間
で
人
口
が

２
８
５
万
人
か
ら
、
倍
以
上
の
５
０
０
万
人
を

超
え
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
み
に
絞
り
、
現
地
に

進
出
し
て
い
る
日
本
企
業
視
察
と
、
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
和
食
を
現
地

の
メ
イ
ド
に
教
え
、
日
本
食
を
広
め
る
事
業

を
展
開
し
て
い
る
方
な
ど
、
現
地
で
活
躍
し
て

い
る
講
師
３
名
に
よ
る
座
談
会
、
そ
し
て
夕
食

を
兼
ね
て
15
名
を
超
え
る
茨
城
県
出
身
企
業

人
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
中
で
も
２
０
０
１

年
か
ら
い
ち
早
く
海
外
物
流
拠
点
と
し
て
、

現
地
に
設
立
し
た
沼
尻
産
業
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

社
か
ら
、
参
加
者
全
員
に
お
土
産
を
い
た
だ

く
な
ど
、
海
外
の
販
路
開
拓
・
拡
大
に
向
け

た
大
変
充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
さ
ら
に
有
意
義
な
海
外
視
察
研
修

会
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆

様
の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
茨
城
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長

櫻
井

　
姚
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海
外
視
察
研
修
に
参
加
し
て
今
話
題
の

地
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
着
い
て
入
国
審
査

の
厳
し
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
一
次
産
業
が

な
く
、
輸
入
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
て
、
地

震
が
な
く
高
層
ビ
ル
群
の
素
晴
ら
し
さ
。

若
い
方
達
の
魅
力
の
町
だ
と
思
い
ま
す
。

笠
間
市

　
関
原

　
敬
子

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
視
察
に
参
加
し
、
こ
の
国

は
水
、
電
気
、
食
品
す
べ
て
輸
入
と
の
事
。

そ
れ
で
も
発
展
し
益
々
成
長
し
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
も
色
々
な
方
が
活
躍
成
功
し
て
い

る
お
話
を
伺
い
、
身
が
震
え
、
商
人
と
し
て

の
自
分
が
何
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

笠
間
市

　
永
田

　
洋
子

　
ま
ず
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
が
大
き
か
っ
た

事
、
暑
か
っ
た
事
、
食
事
が
合
わ
な
か
っ

た
事
、
お
金
を
支
払
い
水
を
飲
む
事
、
70

才
の
初
海
外
は
驚
く
事
ば
か
り
で
し
た
。

４
日
目
は
雨
に
降
ら
れ
ま
し
た
が
マ
ー
ラ

イ
オ
ン
を
見
て
色
々
な
植
物
園
を
周
り
楽

し
い
旅
で
し
た
。

笠
間
市

　
池
田

　
瑞
江

　
初
め
て
海
外
視
察
研
修
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
の

方
々
の
講
演
を
聞
き
懇
親
会
で
の
話
し
合

い
で
皆
様
第
一
線
の
中
で
の
ご
活
躍
に
感

銘
致
し
ま
し
た
。
近
代
的
な
建
物
と
花
と

緑
植
物
が
多
く
環
境
に
良
い
所
で
し
た
。

夜
の
ク
ル
ー
ズ
は
最
高
で
し
た
。

笠
間
市

　
沼
田

　
千
枝
子

　
６
月
15
日
、
40
周
年
記
念
海
外
視
察
研

修
に
、
80
才
に
な
る
私
は
、
不
安
を
感
じ

な
が
ら
参
加
致
し
ま
し
た
。
現
地
に
着

き
、
言
葉
の
不
便
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
現

地
で
働
く
若
い
皆
さ
ん
の
話
を
伺
い
、
孫

の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
が
膨
ら
み
ま

し
た
。

笠
間
市

　
山
口

　
亘
子

　
国
の
力
強
さ
と
、
多
民
族
国
家
ら
し
く

人
種
の
多
さ
に
驚
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

若
い
在
住
日
本
人
が
起
業
し
、
又
、
企
業

の
駐
在
員
と
し
て
働
く
姿
に
接
し
、
誇
ら

し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
旅
行
を
通
し
て
、
他
ブ
ロ
ッ
ク
の

会
員
の
人
達
と
仲
良
く
交
流
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。

鉾
田
市

　
札

　
洋
子

　
街
に
溢
れ
る
花
々
と
観
葉
植
物
、
手
入

れ
の
行
き
届
い
た
沿
道
、
と
に
か
く
清
潔

な
街
で
し
た
。
植
物
大
好
き
な
私
は
、
大

満
足
な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
大
変
お
世

話
に
な
り
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

鉾
田
市

　
前
田

　
と
よ

　
平
成
29
年
６
月
15
日
～
19
日
の
５
日
間

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
視
察
研
修
に
参
加
し
ま
し

た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
全
部
輸
入
で
生
活

し
て
い
る
国
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
幼
稚
園
を

訪
ね
、
夜
の
現
地
で
生
活
し
て
い
る
日
本

人
と
の
懇
親
会
は
大
変
楽
し
く
良
か
っ
た

で
す
。

笠
間
市

　
鬼
澤

　
富
子

　
20
年
前
に
一
度
訪
れ
た
南
国
の
都
市

を
、
自
分
の
目
で
再
度
見
る
こ
と
が
出
来

る
喜
び
を
胸
に
参
加
し
ま
し
た
。
街
並
み

が
整
備
さ
れ
、
と
て
も
美
し
い
街
の
風
景

に
感
動
し
、
来
て
良
か
っ
た
と
執
行
部
に

感
謝
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
女
性
部
活
動

に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

鉾
田
市

　
倉
川

　
春
江

　
物
価
が
高
い
こ
の
国
で
他
国
の
人
が
働

く
に
は
、
資
格
又
は
国
の
た
め
に
働
く
の

が
基
本
。
街
中
で
の
喫
煙
、
ガ
ム
を
噛
み

な
が
ら
の
歩
行
は
禁
止
、
ゴ
ミ
が
全
部
埋

立
て
な
の
に
は
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。
こ
の
国

で
自
立
起
業
し
て
い
る
日
本
の
女
性
達
、

頑
張
れ
！
応
援
し
て
い
ま
す
。

行
方
市

　
小
嶋

　
町
子

　
暑
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
空
港
到
着
。
な
ん

と
き
れ
い
な
街
で
し
ょ
う
。
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
名
の
通
り
高
い
ビ

ル
、
世
界
一
注
目
さ
れ
て
い
る
斬
新
な
外

観
の
ホ
テ
ル
。
す
ぐ
隣
に
は
大
き
な
港
。

第
一
次
産
業
の
無
い
輸
入
国
と
し
て
の
港

湾
整
備
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。

つ
く
ば
市

　
飯
塚

　
厚
子

　
き
れ
い
な
街
並
み
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
、
産
業
を
通
じ
て
の
生
き
方
な
ど
い
ろ

い
ろ
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
家
庭
を

持
ち
な
が
ら
も
家
事
一
切
は
メ
イ
ド
さ
ん

に
任
せ
、「
手
は
出
し
ま
せ
ん
」
と
言
い

切
る
働
く
女
性
、
そ
の
国
で
生
き
る
女
性

の
強
さ
を
感
じ
た
。

つ
く
ば
市

　
山
﨑

　
ひ
さ
子

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
日

本
の
人
達
の
体
験
談
を
き
き
、
頑
張
っ
て

い
る
姿
に
感
動
し
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の

植
民
地
か
ら
独
立
50
年
で
、
目
を
み
は
る

程
の
発
展
を
し
た
都
市
施
設
な
ど
見
学

し
、
す
ば
ら
し
い
の
一
言
。
海
外
視
察
研

修
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。

つ
く
ば
市

　
宮
本

　
勝
代

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
花
と
緑
の
楽
園
で
、

世
界
の
植
物
が
私
達
を
出
迎
え
て
く
れ

た
。
伊
勢
丹
デ
パ
ー
ト
日
本
人
保
育
園
を

視
察
し
、
日
本
人
女
性
の
講
演
や
現
地
に

住
む
日
本
人
と
の
懇
親
会
を
行
っ
た
。
夜

は
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
と
マ
リ
ー
ナ
・
ベ
イ
の

夜
景
が
と
て
も
綺
麗
だ
っ
た
。

つ
く
ば
市

　
飯
田

　
和
江

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
の
旅
は
と
て
も
素

晴
ら
し
い
５
日
間
で
し
た
。
立
ち
並
ぶ
高

層
ビ
ル
、
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
で
体
験
し
た

マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
の
夜
景
。
国
際
色
豊
か
な

街
を
歩
く
大
勢
の
人
々
。
食
に
関
す
る
企

業
を
営
む
青
木
康
子
様
の
話
は
興
味
深

か
っ
た
で
す
。

土
浦
市

　
永
井

　
洋
子

　
成
田
国
際
空
港
か
ら
７
時
間
半
で
着
き

素
晴
ら
し
い
町
並
又
植
物
園
の
緑
が
多
く

感
動
し
ま
し
た
。
港
を
囲
む
高
層
ビ
ル
の

夜
景
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
日
本
人

保
育
園
・
青
木
康
子
様
な
ど
と
の
交
流
会

も
良
く
感
動
の
５
日
間
で
し
た
。

土
浦
市

　
中
山

　
八
重
子

　
マ
リ
ー
ナ
ベ
イ
サ
ン
ズ
が
出
来
て
経
済

が
変
わ
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
、
食
に
対

す
る
意
識
の
改
善
と
食
を
通
し
て
人
と
人

の
出
合
い
の
場
を
提
供
し
た
い
と
い
う

思
い
で
独
立
し
た
女
性
の
話
を
聞
い
て
、

益
々
日
本
の
食
品
が
利
用
さ
れ
る
と
良
い

と
思
い
ま
し
た
。

土
浦
市

　
月
岡

　
春
美

　
色
と
り
ど
り
の
花
、
南
国
の
街
路
樹
が

迎
え
て
く
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
。
現
地
商

業
施
設
の
視
察
と
懇
親
会
、
本
県
の
方
も

活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
楽
し
み
だ
っ
た

マ
ー
ラ
イ
オ
ン
公
園
、
ベ
イ
サ
ン
ズ
リ

バ
ー
ク
ル
ー
ズ
、
夜
景
は
今
も
私
の
中
で

輝
い
て
い
ま
す
。土

浦
市

　
萩
原

　
た
か
子

　
今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
現
地
で
働
く

日
本
人
の
話
を
聞
く
事
が
で
き
、
と
て
も

面
白
く
新
鮮
で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
特

に
保
育
園
で
働
く
皆
様
の
楽
し
そ
う
な
姿

が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
沢
山
の
方
々

に
元
気
を
頂
き
楽
し
く
過
ご
す
事
が
出
来

ま
し
た
。

常
陸
大
宮
市

　
小
野

　
佳
子

　
日
本
人
が
経
営
す
る
地
ビ
ー
ル
店
や
幼

稚
園
を
見
学
し
、
外
国
で
の
日
本
人
の
活

躍
を
感
じ
ま
し
た
。
又
、
懇
親
会
で
は
、

環
境
の
違
う
生
活
等
、
貴
重
な
お
話
を
聞

き
、
感
動
し
ま
し
た
。
心
に
残
り
楽
し
く

研
修
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

常
陸
大
宮
市

　
桐
原

　
律
子

　
驚
異
的
な
経
済
成
長
・
人
口
増
加
を
遂

げ
た
美
し
い
国
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
感
動

し
、
接
客
面
等
に
お
い
て
は
、
日
本
の
良

さ
を
改
め
て
再
確
認
で
き
、
と
て
も
充
実

し
た
楽
し
い
研
修
で
し
た
。
い
つ
も
な
が

ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
女
性
部
に
乾

杯
!!

常
陸
大
宮
市

　
後
藤

　
直
美

私
は
、
製
麺
業
を
し
て
お
り
ま
す
。
社
内

で
、
海
外
へ
の
販
路
を
検
討
し
て
い
る
矢

先
の
事
で
し
た
。
現
地
の
デ
パ
ー
ト
や
講

演
を
、
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
て
、
応
援

を
し
て
行
き
た
い
と
、
強
く
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

�

常
陸
大
宮
市

　
中
橋

　
好
江

研
修
で
は
現
地
で
活
躍
し
て
い
る
日
本
の

方
々
に
お
話
を
聞
き
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド

ロ
ー
ド
は
高
島
屋
と
伊
勢
丹
が
あ
り
、
銀

座
を
歩
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
美
し
い

夜
景
、
Ｕ
Ｓ
Ｓ
も
満
喫
し
ま
し
た
が
、
改

め
て
日
本
の
良
さ
と
茨
城
の
可
能
性
を
感

じ
ま
し
た
。

�

常
陸
大
宮
市

　
四
倉

　
知
子
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何
の
資
源
も
な
い
国
が
観
光
施
設
を
作

り
、
国
も
人
々
も
大
変
な
努
力
を
し
た
の

だ
と
感
じ
た
。
又
、
日
本
人
が
あ
の
様
に

活
躍
し
て
い
る
姿
を
見
て
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。
そ
れ
よ
り
も
茨
城
県
商
工
会
女
性

部
の
皆
さ
ん
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
た
旅

で
し
た
。

美
浦
村

　
小
泉

　
三
枝
子

　
日
本
の
四
季
最
高
！
研
修
の
時
に
「
日

本
の
様
に
四
季
が
無
い
の
で
人
の
顔
を
認

識
出
来
な
い
。」
と
の
話
が
あ
り
、
日
本

は
四
季
折
々
気
温
も
違
え
ば
花
や
食
べ

物
、
生
物
も
変
わ
り
ま
す
。
人
の
印
象
と

い
う
の
は
、
変
化
す
る
環
境
の
中
で
感
じ

る
も
の
な
の
か
な
？
と
思
い
ま
し
た
。

阿
見
町

　
野
口

　
テ
ル
子

　「
食
を
通
じ
て
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
の
思
い
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
食
に
関

す
る
事
業
を
始
め
、
日
本
食
を
広
め
る

き
っ
か
け
を
作
っ
た
方
の
お
話
を
聞
き
、

日
本
人
女
性
の
行
動
力
の
す
ば
ら
し
さ
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

阿
見
町

　
石
井

　
光
子

　
研
修
で
訪
れ
た
日
本
人
幼
稚
園
で
は
、

先
生
が
日
本
語
で
お
勉
強
や
礼
儀
作
法
を

教
え
て
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち
の
元
気

い
っ
ぱ
い
で
可
愛
い
挨
拶
を
聞
い
て
い
た

ら
孫
を
思
い
出
し
、
日
本
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
ま
し
た
。

阿
見
町

　
齋
藤

　
光
子

　
真
っ
青
な
空
と
海
、
林
立
す
る
ビ
ル
群

に
整
然
と
し
た
街
並
み
で
ブ
ラ
ン
ド
店
が

軒
を
並
べ
た
こ
の
国
は
、
富
裕
層
の
外
国

人
と
現
地
人
と
の
貧
富
の
差
を
目
の
当
た

り
に
し
ま
し
た
。
改
め
て
、
安
心
に
暮
ら

せ
る
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
で
き

た
旅
と
な
り
ま
し
た
。

守
谷
市

　
相
良

　
志
津
子

　
遠
く
離
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
、
多

く
の
若
い
日
本
人
が
頑
張
っ
て
い
ま
し

た
。
視
察
し
た
伊
勢
丹
で
は
、
高
価
な
日

本
産
の
米
や
果
物
が
並
ん
で
い
て
、
驚
き

ま
し
た
。
有
名
な
ホ
テ
ル
の
展
望
台
や

マ
ー
ラ
イ
オ
ン
の
周
辺
は
、
観
光
客
で
溢

れ
て
い
ま
し
た
。河

内
町

　
野
澤

　
三
千
子

　
暑
い
！
花
咲
き
誇
る
国･

エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
人
々
。
そ
の
国
で
働
く
日
本
戦
士

の
努
力
に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。
一
番

の
想
い
出
は
旅
行
中
誕
生
日
に
当
り
、
参

加
者
全
員
に
祝
福
し
て
頂
い
た
事
。
涙･

涙
の
一
夜
で
し
た
。
多
く
の
事
を
学
び
部

員
の
温
か
さ
に
触
れ
た
旅
で
し
た
。

利
根
町

　
武
藤

　
美
知
子

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
働
く
若
い
方
々
と
交
流

を
し
、
皆
さ
ん
素
晴
し
い
活
躍
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
と
の
事
。

こ
れ
か
ら
日
本
も
外
国
人
へ
の
依
存
度
が
大

き
く
な
り
ま
す
。私
達
の
仕
事
子
供
孫
達
は
、

ど
う
生
き
る
か
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

河
内
町

　
宮
本

　
正
枝

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
日
本
人
幼
稚
園
を
訪

問
し
、
日
本
人
保
育
士
が
母
国
の
伝
統
文

化
や
行
事
等
を
取
り
入
れ
て
我
国
の
良
さ

を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
印
象
的

で
し
た
。
ま
た
園
内
に
は
汽
車
も
あ
り
、

様
々
な
体
験
を
通
し
て
情
操
教
育
さ
れ
て

い
る
様
子
が
窺
が
え
ま
し
た
。

下
妻
市

　
根
本

　
久
子

　
日
本
人
女
性
起
業
家
の
講
演
は
興
味
深

い
も
の
で
し
た
。
男
女
が
平
等
に
働
け
る

国
。
子
育
中
で
も
フ
ル
タ
イ
ム
で
仕
事
に

従
事
で
き
、
メ
イ
ド
さ
ん
を
雇
い
家
事
や

育
児
の
負
担
を
軽
減
し
女
性
が
充
分
に
活

躍
出
来
る
国
で
す
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い

研
修
に
な
り
ま
し
た
。

坂
東
市

　
田
村

　
光
子

　
女
性
の
企
業
家
の
講
演
で
、
お
仕
事
を

フ
ル
に
す
る
為
に
は
メ
イ
ド
を
雇
用
す

る
。
や
は
り
女
性
が
働
く
と
い
う
事
は
、

ど
の
国
で
も
、
難
し
い
環
境
な
の
だ
と
感

じ
ま
す
。
視
察
・
講
演
・
懇
親
会
を
通
し
、

見
て
聞
い
て
触
れ
て
、
有
意
義
な
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
。

坂
東
市

　
中
山

　
景
子

　
高
学
歴
社
会
、高
物
価
に
驚
き
な
が
ら
、

緑
の
多
さ
は
暑
さ
と
ス
コ
ー
ル
の
賜
物
か

と
納
得
。
こ
の
国
で
第
二
の
人
生
を
謳
歌

す
る
日
本
人
保
育
園
長
や
、
日
本
食
が
注

目
さ
れ
食
に
関
す
る
会
社
を
立
ち
上
げ
た

女
性
た
ち
に
感
嘆
し
つ
つ
観
光
も
楽
し
み

ま
し
た
。

古
河
市

　
主
藤

　
美
枝
子

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
経
済
成
長
国
で
あ
り
、

日
本
か
ら
も
数
多
く
の
人
材
を
派
遣
し
、
大

手
企
業
が
設
立
し
て
い
る
。
ま
た
、
茨
城
県

の
企
業
や
人
も
多
く
、
若
い
世
代
が
活
躍
し

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
何
年
か
後
に

も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

下
妻
市

　
秋
葉

　
夏
巳

　
30
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
二
度
目
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
素
晴
ら
し
く
新
鮮
で
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
私
た
ち
（
古
河
女
性
部
）

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
先
生
の
お
嬢
さ
ん

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
）
が
い
ら
し
て
い

て
ビ
ッ
ク
リ
！
楽
し
く
良
い
思
い
出
残
る

研
修
旅
行
で
し
た
。

古
河
市

　
渡
辺

　
と
し
子

　
現
地
は
暑
さ
の
厳
し
い
毎
日
で
し
た

が
、
同
行
し
た
皆
様
の
、
な
る
ほ
ど
商
売

人
！
と
思
わ
せ
る
パ
ワ
ー
全
開
の
体
力
・

会
話
・
心
配
り
で
感
心
し
き
り
の
５
日
間

で
し
た
。
良
き
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

古
河
市

　
木
村

　
政
江

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
物
価
の
高
さ
に
閉
口

で
し
た
が
、
バ
ー
ゲ
ン
セ
ー
ル
で
良
い
買

物
が
出
来
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
日
本

人
の
方
々
の
活
躍
に
も
驚
き
ま
し
た
。
少

し
学
ん
だ
英
会
話
が
役
に
立
ち
、
自
信
が

持
て
良
い
研
修
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

古
河
市

　
木
村

　
幸
江

　
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て
今
回
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
研
修
に
参
加
し
、
ま
ず
感
じ
た
こ

と
は
、
こ
れ
か
ら
は
海
外
と
交
流
を
深
め

前
進
し
て
い
く
会
社
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
更
な
る
会
社

経
営
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
河
市

　
吉
葉

　
文
子

　
街
は
清
潔
で
緑
と
花
に
覆
わ
れ
活
気
に

満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
自
然
災
害
も
な

い
為
高
層
ビ
ル
群
が
連
立
し
て
お
り
、
都

市
開
発
も
急
速
に
行
わ
れ
益
々
変
貌
を
遂

げ
る
よ
う
で
す
。
交
流
会
で
は
、
海
外
で

活
躍
さ
れ
る
方
の
志
の
高
さ
に
敬
服
し
ま

し
た
。

土
浦
市

　
田
中

　
厚
子

　
現
地
で
活
躍
し
て
い
る
日
本
人
と
の
交

流
会
は
、
茨
城
出
身
者
が
多
く
親
近
感
が

沸
い
て
普
段
聞
け
な
い
話
を
聞
く
事
が
出

来
楽
し
か
っ
た
で
す
。
多
種
多
様
な
文
化

と
人
種
が
融
合
し
活
気
に
溢
れ
、
犯
罪
も

少
な
く
、
地
震
や
台
風
も
な
い
魅
力
あ
る

国
で
し
た
。

取
手
市

　
武
田

　
恵
子

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
行
っ
て
み
て
感
じ
た

事
、
国
が
違
え
ば
生
活
の
リ
ズ
ム
や
風
習

が
こ
ん
な
に
も
違
う
の
だ
と
。
私
は
や
っ

ぱ
り
春
夏
秋
冬
の
四
季
が
あ
っ
て
、
暑
い

日
も
寒
い
日
も
あ
る
、
そ
し
て
“
お
ふ
く

ろ
の
味
”
が
あ
る
日
本
が
一
番
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

牛
久
市

　
宮
川

　
正
枝

　
海
外
視
察
研
修
に
初
め
て
参
加
す
る
の

で
、
大
分
前
か
ら
楽
し
み
で
し
た
。
友
人

が
15
年
前
に
訪
れ
た
時
、
花
が
き
れ
い
で

町
の
中
も
清
潔
と
聞
き
ま
し
た
。
船
に

乗
っ
て
夜
景
が
き
れ
い
で
ビ
ッ
ク
リ
。
蘭

の
花
も
種
類
が
沢
山
あ
り
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。

土
浦
市

　
野
口

　
典
枝

　
初
参
加
で
、
色
々
学
ん
だ
中
で
親
睦
会
参

加
の
方
々
が
、
茨
城
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
ば

か
り
な
の
で
伺
っ
た
処
、
都
道
府
県
ご
と
に

連
合
会
が
あ
り
茨
城
県
人
会
に
所
属
の
方
々

だ
と
知
り
ま
し
た
。
生
活
習
慣
の
違
い
な
ど

勉
強
に
な
り
楽
し
い
旅
が
出
来
ま
し
た
。

土
浦
市

　
荒
澤

　
淳
子

　
今
回
、
私
は
初
め
て
40
周
年
記
念
海
外

視
察
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
活
躍

し
て
い
る
女
性
経
営
者
ケ
ル
ニ
ン
青
木
さ

ん
の
お
話
は
発
想
が
魅
力
的
で
刺
激
を
受

け
ま
し
た
。
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

精
神
を
見
習
い
た
い
で
す
。

土
浦
市

　
中
山

　
弘
美
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行
方
市
吉
川

に
あ
る
大
平
漬

物
食
品
を
訪
問

し
ま
し
た
。
初

代
の
父
親
が
昭

和
36
年
に
開

業
。
平
成
５
年

２
代
目
の
ご
主

人
と
広
美
さ
ん
は
結

婚
。「
子
育
て
は
自

営
業
な
の
で
３
人

の
娘
を
大
勢
の
中
で

育
て
ら
れ
て
良
か
っ

た
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。
今
で
は
、
長

女
も
家
業
を
継
い
で

お
り
３
代
目
も
安
泰

で
す
。
漬
物
に

使
う
野
菜
は
地

元
産
を
塩
漬
け

に
し
て
お
き
加

工
し
ま
す
。
茨

城

ブ

ラ

ン

ド

シ
ー
ル
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ

を
貼
る
と
ワ
ン

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ

の
商
品
に
な
り

ま
す
。
又
、
地

元
ブ
ラ
ン
ド
商

品
開
発
に
取
り

ム
工
事
を
営
ん
で
お

り
ま
す
。
他
に
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ラ
イ
フ
と

し
て
葬
儀
事
業
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
遺
族
様
と
ご
相
談

の
上
で
心
の
こ
も
っ

た
お
見
送
り
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て

も
う
一
つ
、
私
が

担
当
し
て
い
る

の
は
、「
美
と
健

康
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
、
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

店
、
隠
れ
家
サ

ロ
ン
「
マ
ハ
ロ
」

で
す
。
高
齢
化

に
打
ち
勝
つ
為

に
は
い
つ
ま
で
も

美
し
く
、
何
よ

り
健
康
で
い
な

く
て
は
な
り
ま

　
つ
く
ば
み
ら

い
市
商
工
会
の

佐
久
間
と
申
し

ま
す
。
㈱
ユ
ニ

ツ
ウ
シ
ス
テ
ム

で
電
気
通
信
工

事
や
リ
フ
ォ
ー

せ
ん
。
東
洋
医
学
で

は
未
病
の
た
め
経
路

に
沿
っ
て
気
の
流
れ

を
改
善
、
肩
凝
り
を

直
し
、
又
、
デ
ト
ッ

ク
ス
を
流
す
リ
ン
パ

ド
レ
ナ
ー
ジ
ュ
を
行

い
、
イ
キ
イ
キ
と
過

組
み
さ
つ
ま
い
も
の

つ
る
を
使
っ
て
き
ん

ぴ
ら
や
佃
煮
を
季
節

限
定
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
な
か
な
か
定

着
さ
せ
る
の
は
難
し

い
よ
う
で
す
。

　
と
て
も
前
向
き
で

好
奇
心
旺
盛
で
色
々
な

　「
鮨
割
烹
与
ね
川
」

は
常
陸
大
宮
市
中
心

商
店
街
に
あ
り
、
お

か
み
さ
ん
の
葭
子
さ

ん
が
ご
主
人
と
結
婚

し
た
翌
年
に
開
店
し

て
、
来
年
50
周
年
を

迎
え
る
。
夕
方
、
き

れ
い
に
水
打
ち
さ
れ

た
た
た
き
を
入
る
と
、

店
内
は
重
厚
な
昭
和

の
趣
が
た
だ
よ
う
。

上
方
に
掛
か
る
た
く

さ
ん
の
魚
問
屋
の
看

板
は
、
節
目
ご
と
に

お
祝
で
い
た
だ
い
た

も
の
で
、
昔
は
築
地

か
ら
仕
入
れ
を
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
長
男
で
２
代
目
の

満
さ
ん
が
作
っ
て
い

た
太
巻
寿
司
の
具
材

は
、
お
ぼ
ろ
か
ら
卵

焼
き
ま
で
、
す
べ
て

手
作
り
で
、
50
年
前

と
同
じ
味
を
引
き
継

い
で
い
る
人
気
メ

ニ
ュ
ー
だ
。
満
さ
ん

は
東
京
で
割
烹
を
学

び
、
創
作
料
理
も
メ

ニ
ュ
ー
に
出
す
。
一

昨
年
ご
主
人
で
先
代

の
真
二
さ
ん

を
亡
く
し
た

が
、
忙
し
い

と
き
は
、
満

さ
ん
の
奥
さ

ん
や
兄
弟
が
、

み
ん
な
で
手

伝
う
。「
た
く

さ
ん
の
良
い

お
客
様
と
家

族
に
支
え
ら

れ
て
こ
こ
ま

で
来
た
。」
と

話
す
お
か
み

　
山
口
商
店
で
は

「
地
域
に
愛
さ
れ
る

店
づ
く
り
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
「
さ
わ
や
か

シ
ョ
ッ
プ
や
ま
ぐ
ち

(

生
鮮
食
品
店)

」・

「
鍛
冶
屋(

飲
食
店)

」

と
「T

utum
iyaG

Y
U

」

を
家
族
で
経
営
し
て

い
ま
す
。

　
「T

u
tu

m
iyaG

Y
U

」

は
、
風
呂
敷
を
中
心

に
衣
類
・
ア
ク
セ
サ

リ
ー
・
バ
ッ
グ
な
ど

服
飾
雑
貨
を
扱
う
小

さ
な
お
店
で
す
が
、

一
歩
店
内
に
入
れ
ば

そ
こ
は
楽
し
い
ワ
ク

ワ
ク
が
き
ゅ
っ
と
詰

ま
っ
た
空
間
で
す
。

　
店
内
で
扱
っ
て
い

る
商
品
の
一
部
を
自

分
で
手
作
り
で
き

ご
す
事
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
女
性
部

と
し
て
も
、
健
康
関

連
事
業
に
力
を
入
れ

て
ま
す
の
で
、
活
動

を
通
し
地
域
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

�（
佐
久
間
あ
け
み

　
記
）

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
、「
風
呂
敷
の

良
さ
を
ひ
と
り
で
も

多
く
の
方
に
伝
え
た

い
」
と
い
う
思
い

と
、
東
日
本
大
震
災

で
の
経
験
を
生
か
し

包
み
方
や
風
呂
敷
１

枚
で
バ
ッ
グ
を
作
る

方
法
、
災
害
時
に
役

立
つ
活
用
術
な
ど
を

紹
介
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
を
店

内
で
開

い
て
い

ま

す
。

（

料

金

は
１
時

間
半
で

５
４
０

円
。

前

日
ま
で

さ
ん
の
顔
は
満
面
の

笑
み
だ
。
い
た
だ
い

た
太
巻
寿
司
の
お
味

は
絶
品
で
、
次
回
は

カ
ウ
ン
タ
ー
席
で
お

酒
を
飲
み
な
が
ら
創

作
料
理
も
い
た
だ
き

た
い
。

�

（
四
倉
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山口商店「ＴｕｔｕｍｉｙａＧＹＵ」
（つつみや　ぎゅっ）」

〒 309-1611　笠間市笠間 1095
TEL　0296-73-6366

商
品
開
発
に
挑
戦
し

な
が
ら
出
張
販
売
を

行
う
な
ど
幅
広
く
お

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
ご
主
人
を

支
え
る
広
美
さ
ん
は

と
て
も
明
る
い
元
気

な
方
で
し
た
。
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の
予
約
制
）
店
内
に

は
「
人
と
物
を
つ
な

ぐ
贈
り
物
に
ぎ
ゅ
っ

と
心
を
込
め
て
」
と

い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
笠
間

は
ゆ
っ
く
り
、
の
ん

び
り
散
策
す
る
の
が

い
い
町
。
そ
ん
な
笠

間
に
き
た
ら
是
非
お

立
ち
寄
り
下
さ
い
。
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張り切り
美　　人



～女性部が目指すもの～

（6）　平成29年８月30日第 54 号

　
私
達
女
性
部
は
、

10
年
前
、
町
活
性
化

の
為
「
と
ね
ま
ち
ひ

な
飾
り
」
を
、
部
員

一
丸
と
な
っ
て
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
で
飾
り
つ

け
の
ひ
な
や
、
人
形
、

鶴
、
花
等
を
作
り
、

そ
れ
は
も
う
笑
い
あ

り
、
涙
あ
り
、
怒
り

あ
り
の
と
て
も
充
実

し
た
楽
し
い
10
年
間

の
最
高
の
事
業
で
し

た
。
し
か
し
、
10
年

目
と
い
う
節
目
を
迎

え
た
今
年
を
こ
の
事

業
の
最
終
章
に
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。

　
今
年
新
た
に
計
画

い
た
し
ま
し
た
事
業

は
、
部
員
の
教
養
を

高
め
、
ゆ
と
り
あ
る

心
で
、
更
な
る
絆
を

深
め
る
こ
と
を
目
標

に
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、
７
月
12

日
に
行
わ
れ
ま
し
た

「
写
経
」
で
す
。
地

元
の
御
住
職
の
御

指
導
を
受
け
て
の

精
神
修
業
で
す
。

　
次
に
、
身
体
を

内
部
か
ら
健
康
に

す
る
為
の
「
身
体

に
良
い
食
物
、
薬

膳
、
漢
方
」
を
学

び
な
が
ら
、
部
員

45
名
の
心
と
身
体

の
す
こ
や
か
な
る

健
康
維
持
の
為

に
、
挑
戦
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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鹿
嶋
市
商
工
会
女

性
部
は
真
中
部
長
を

中
心
に
、
役
員
12
名
、

会
部
員
数
は
、
88
名

で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
独
自
の
主
な

行
事
と
し
ま
し
て
は
、

平
成
28
年
７
月
に
埼

玉
県
宮
代
町
の
女
性

部
様
を
お
招
き
し
て

の
お
も
て
な
し
交
流

会
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
年

も
、
群
馬
県
し
ぶ
か

わ
商
工
会
女
性
部
様

か
ら
の
申
し
込
み
が

あ
り
ま
し
て
、
10
月

12
日
に
お
越
し
頂
く

事
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
鹿
嶋
市
商
工
会
女

性
部
の
年
中
行
事
と

し
て
、
定
着
さ
せ
て
、

茨
城
を
、
そ
し
て
、
鹿

嶋
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
観
光

魅
力
度
最
下
位
か
ら

の
、
脱
出
を
図
っ
て
い

く
よ
う
、
会
員
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
鹿
嶋
を

代
表
す
る
サ
ッ
カ
ー

も
、
県
内
初
の
五
輪

競
技
会
場
と
な
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
女
性
部
は

何
が
出
来
る
か
、
３

年
間
で
計
画
を
立
て
、

微
力
な
が
ら
部
員
総

力
を
挙
げ
て
、
協
力

す
る
体
制
作
り
を
し

な
く
て
は
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
独
自
で

や
る
の
は
、
規
模
的

に
は
、
限
界
が
あ
り

ま
す
の
で
、
親
会
・

青
年
部
会
と
一
緒
に

さ
せ
て
頂
き
女
性
部

の
役
割
の
中
で
、
頑

張
っ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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新
た
な
一
歩利

根
町
商
工
会
女
性
部

鹿嶋市商工会女性部
女性部活動に参加して

　
私
た
ち
女
性
部
で

は
曲
が
り
松
１
０
０

円
商
店
街
に
て
開
催

さ
れ
る
「
キ
ッ
ズ
未

来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
参
加
し
て
お
り
ま

す
。

　「
キ
ッ
ズ
未
来
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、

小
学
６
年
生
に
よ
る

商
業
体
験
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
子
供

た
ち
に
商
売
の
基
本

を
教
え
つ
つ
、
地
域

と
の
交
流
を
図
り
、

尚
且
つ
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化

も
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
将
来
子

供
た
ち
が
地
元
で
商

売
を
始
め
る
き
っ
か

け
に
も
し
た
い
と
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　
各
班
に
分
か
れ
子

供
た
ち
自
ら
商
品
を

仕
入
れ
、
１
０
０
円

商
店
街
に
出
向
い
た

地
域
の
方
た
ち
に
商

品
を
Ｐ
Ｒ
し
販
売
し

ま
す
。

　
こ
の
素
晴
ら
し
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
私

た
ち
女
性
部
も
参
加

し
、
子
供
た
ち

や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
交

流
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年

も
11
月
下
旬
開

催
の
キ
ッ
ズ
未

来
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
女
性
部
と

し

て

参

加

し
、

子
供
た
ち
と
地

域
交
流
を
図
っ

て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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好
天
に
恵
ま
れ
た

２
月
26
日
（
日
）
は
、

朝
か
ら
沢
山
の
お
客

様
に
、
百
段
階
段
に

飾
っ
た
ひ
な
人
形
を

見
て
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
時
は

渋
滞
で
身
動
き
が
と

れ
な
い
様
子
が
百
段

階
段
の
上
か
ら
見
え

る
ほ
ど
で
し
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
対
処
が
必

要
な
課
題
の
一
つ
と

な
り
ま
し
た
。

　
特
に
今
年
は
、
十

周
年
に
あ
た
り
、
夕

刻
よ
り
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
計
画
し
て
お
り

ま
し
た
。
私
達
女
性

部
だ
け
の
力
で
は
成

し
得
な
い
長
時
間
に

わ
た
る
飾
り
を
、
青

年
部
を
は
じ
め
大
子

よ
さ
こ
い
連
の
方
々
、

役
所
の
方
々
な
ど
、

全
面
的
に
協
力
し

て
頂
き
、
百
段

階
段
の
踊
り
場

よ
り
下
の
階
段

の
み
の
小
規
模

で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
初
め
て

の
試
み
を
実
現

す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
暗

闇
の
中
、
彩
り

鮮
や
か
な
ひ
な

人
形
が
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
、

幻
想
的
な
世
界
が
広

が
り
、
周
囲
か
ら
歓

声
が
わ
き
ま
し
た
。

　
十
周
年
を
迎
え
、

私
達
も
10
年
と
い
う

歳
月
を
過
ご
し
ま
し

た
。
若
い
人
達
へ
の

世
代
交
代
や
会
員
募

集
も
し
な
が
ら
、
お

客
様
に
喜
ん
で
頂
け

る
よ
う
な
お
も
て
な

し
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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市
の
中
程
に
、

昔
用
水
路
だ
っ

た
所
を
利
用
し

た
花
の
道
が
あ

り
ま
す
。
５
・

３
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
車
道
と
歩

道
の
間
を
区
画

割
り
。
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
苗

を
植
え
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
て
15
年
あ
ま

り
。
苗
の
植
栽
・
除

草
・
抜
取
り
な
ど
の

プ
ロ
セ
ス
の
中
、
農

作
業
姿
だ
か
ら

こ
そ
得
ら
れ
る

知
識
・
楽
し
い

話
題
な
ど
で
盛

り
あ
が
る
時
間

で
も
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
力
が
大

き
な
形
に
！
花

で
迎
え
る
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
。

真
夏
の
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
道

は
圧
巻
で
す
。
是
非
、

遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。
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キ
ッ
ズ
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

花
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
す
み
が
う
ら
市
商
工
会
女
性
部

大
洗
町
商
工
会
女
性
部

「
３
万
５
千
人
が
集
う
！
」

大
子
町
商
工
会
女
性
部

　
今
回
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
環
と
し

て
、
下
妻
市
に
あ
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
愛
宕
園
」
に
訪

問
し
て
き
ま
し
た
。

　
訪
問
前
に
は
、
お

年
寄
り
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
頂
け
る
よ

う
に
出
し
物
の
相
談

を
し
て
、
歌
、
踊
り
、

手
遊
び
な
ど
の
練
習

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
会
場
に
は

た
く
さ
ん
の
方
が
集

ま
っ
て
く
れ
て
い
て
、

そ
の
中
に
は
友
達
の

お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
な
ど
見
慣
れ
た
顔

が
あ
り
ま
し
た
。

　「
気
づ
い
て
く
れ

る
か
な
？
で
も
恥
ず

か
し
い
。」
そ
ん
な

不
安
の
中
、
カ
ラ
オ

ケ
の
曲
が
流
れ
始
め

ま
し
た
が
、
手
拍
子

を
し
た
り
、
車
イ
ス

で
こ
ち
ら
ま
で
来
て

く
れ
る
方
も
い
て
、

と
て
も
胸
が
熱
く
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
日
の
た
め
に
新

調
し
た
ハ
ッ
ピ
を
着

て
、
皆
さ
ん
を
囲
む

よ
う
に
し
て
踊
り
ま

し
た
。

　「
ま
た
来
て
ね
。」

と
嬉
し
い
言
葉
を
頂

い
て
施
設
を
後
に
し

た
私
達
は
、
と
て
も

心
温
か
い
気
持
ち
に

な
れ
た
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
私
た

ち
女
性
部
は
、
お
年

寄
り
の
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
慰
問
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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下妻市商工会女性部
老人福祉施設を慰問して


